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10歩進んで100歩後退

げ
、
期
末
手
当
と
合
わ
せ
て
年

間
３
・
95
ヶ
月
か
ら
４
・
１
ヶ

月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
通
勤
手
当
の
交
通

用
具
使
用
者
が
１
０
０
円
〜

７
，
１
０
０
円
ま
で
の
引
き
上

げ
、
単
身
赴
任
手
当
の
基
礎
額

を
３
万
円
に
引
き
上
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
勧
告
で
は
、
地
方
を

差
別
・
分
断
す
る
「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
も
勧
告
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
か

ら
賃
金
水
準
を
平
均
２
％
引
き

下
げ
（
初
任
給
付
近
を
除
く
）、

50
歳
代
後
半
層
は
最
大
４
％
程

度
引
き
下
げ
る
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
地
域
手
当
」
の

格
差
を
最
大
20
％
に
拡
大
し
、

７
級
地
（
３
％
）
を
新
設
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東

北
地
方
で
は
、
宮
城
県
の
一
部

の
み
が
該
当
す
る
だ
け
で
す
。

し
か
も
、
こ
の
地
域
手
当
の
原

資
を
得
る
た
め
に
２
０
１
５
年

１
月
１
日
の
定
期
昇
給
を
１
号

給
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
激
変
緩
和
の
た
め
の
現
給

保
障
を
３
年
行
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ま
ま
実
施
さ
れ
る

と
若
年
層
と
高
年
齢
層
の
分
断

だ
け
で
な
く
、
生
涯
賃
金
の
大

幅
な
減
額
、
地
域
と
大
都
市
の

格
差
も
大
き
く
す
る
も
の
で

す
。

　

今
回
の
勧
告
は
、
震
災
復

興
や
日
々
住
民
の
た
め
努
力

し
て
い
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
、
公
務
職

場
の
賃
金
を
参
考
に
し
て
い

る
民
間
企
業
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
は
10
月
の

予
定
で
す
。
人
勧
内
容
を
導
入

さ
せ
な
い
よ
う
組
合
に
集
結

し
て
、
賃
金
改
善
を
求
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

代
間
の
給
与
配
分
の
観
点
か
ら

若
年
層
、
と
り
わ
け
初
任
給
に

影
響
す
る
１
級
を
重
点
的
に
厚

く
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
時
金
は
、
民
間
が
０
・

17
ヶ
月
高
い
こ
と
か
ら
、
勤
勉

手
当
を
０
・
15
ヶ
月
引
き
上

２
０
１
５
年
度
か
ら
引
下
げ

県
人
事
委
員
会
勧
告
は

10
月
を
予
定

　

８
月
７
日
に
国
家
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

７
年
ぶ
り
の
月
例
給
・
一
時
金
の
引

き
上
げ
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
報
道
が
目
立
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
よ
る
新
た
な
「
引
き

下
げ
」
も
勧
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

月
例
給
（
基
本
給
）
は
、
民

間
が
約
０
・
27
％
高
い
こ
と
か

ら
、
平
均
０
・
３
％
引
き
上
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
世

初
任
給
も
引
き
上
げ

2014年人事院勧告の主な概要
【2014年4月1日から適用】
○月例給:若年層重点に平均0.3％（初任給2,000
円）引き上げ
○一時金:勤勉手当を0.15月引き上げ（期末手当
を含め年4.1月に）
○通勤手当:交通用具使用者を100～7,100円の
間で引き上げ

【2015年4月1日から適用】
○給与制度の総合的見直し
・月例給：平均2％引き下げ（初任給付近は無
し、50歳代後半層は最大4％引き下げ）
・現給保障：3年間実施
・地域手当：最大20％、7級地（3％）を新設
○寒冷地手当支給地の見直し
○広域異動手当：60㎞以上300㎞未満を5％（現
行3％）に引き上げ
○単身赴任手当:基本額を30,000円に増額
○見直し初年度の原資確保のため、2015年1月1
日の昇級を1号俸抑制

地域間格差拡大、新たな賃下げ「給与制度の総合的見直し」を勧告

2014年度人事院勧告 給与勧告は７年ぶりのベア勧告
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８
月
４
日
〜
６
日
に
開
催
さ

れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

２
０
１
４ 

in 

広
島
に
、
岩
手

か
ら
35
人（
県
医
労
か
ら
３
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
日
の
開
会
総
会
は
、
広

島
総
合
体
育
館
・
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
18
ヶ

国
78
人
の
海
外
代
表
を
含
め

６
５
０
０
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
行
わ

れ
た
国
際
会
議
で
は
、「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
達
成

の
た
め
、
世
界
の
人
々

に
訴
え
、
広
大
な
世
論

と
運
動
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。

　

６
日
の
閉
会
総
会
に

は
７
０
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
、
ア
ン
ゲ
ラ
・

ケ
イ
ン
国
連
軍
縮
担
当

上
級
代
表
が
、
パ
ン
・

ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

ま
し
た
。
内
容
は
「
核

兵
器
を
な
く
す
こ
と

は
、
世
界
の
人
々
す
べ
て
の
利

益
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
将
来

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
な
い
唯
一

の
保
証
で
す
。
こ
の
崇
高
な
大

義
へ
の
み
な
さ
ん
の
貢
献
を
た

た
え
、
多
く
の
成
功
を
収
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

い
う
心
強
い
も
の
で
し
た
。

　

閉
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た
広

島
決
議
で
は
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
容
認
し
「
海
外
で
戦
争

す
る
国
づ
く
り
」
を
強
行
す
る

の
は
不
戦
の
決
意
が
込
め
ら
れ

た
憲
法
９
条
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
日
本
政
府
に

非
核
三
原
則
の
厳
守
、「
核
の

傘
」
か
ら
の
離
脱
、
核
兵
器
禁

止
条
約
締
結
の
先
頭
に
立
つ
こ

と
を
求
め
、
原
発
の
再
稼
働
と

輸
出
に
反
対
す
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

核兵器全面禁止アピール署名とりくみへの決意

「
核
兵
器
は
い
ら
な
い
！
」

原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
世
界
大
会 

in 

広
島　

８
月
４
日
〜
６
日

　

初
め
て
原
水

爆
禁
止
世
界
大

会
に
参
加
し
ま

し
た
。
岩
手
医

労
連
青
年
部
の

折
り
鶴
を
届
け
、

原
爆
ド
ー
ム
、

広
島
・
平
和
記

念
資
料
館
を
見

学
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
広
島
と

長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
の

か
。
そ
の
後
、

広
島
は
ど
う
や
っ
て
復
興
し
た

の
か
。
今
な
お
原
水
爆
が
世
界

に
与
え
る
恐
怖
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
被
爆
者
の
方
は
、「
核

兵
器
は
今
な
お
身
体
を
む
し
ば

ん
で
い
る
。
過
去
の
こ
と
で
は

な
い
。
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
５
日
は
動
く
分
科
会

で
、
似
島
少
年
少
女
の
集
い
に

参
加
し
ま
し
た
。
広
島
港
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
20
分
の
似
島
。
戦

争
の
た
め
に
重
要
な
検
疫
所
、

弾
薬
庫
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。原
爆
投
下
の
８
月
６
日
、

瀕
死
の
傷
を
負
っ
た
１
万
人
も

の
被
爆
者
が
送
ら
れ
、
治
療
も

ま
ま
な
ら
ず
６
０
０
０
人
を
超

え
た
人
々
が
、
無
念
の
死
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
広
島
の
悲
惨
な

歴
史
を
顧
み
ず「
戦
争
す
る
国
」

へ
進
も
う
と
し
て
い
る
安
倍
内

閣
。
昨
年
の
ス
ピ
ー
チ
を
そ
の

ま
ま
繰
り
返
し
た
首
相
に
、
怒

り
と
、
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

中
央
執
行
委
員

○
○
○　

○　

○　

内閣総理大臣の挨拶に

怒りと憤り

願いを込めた折り鶴を届けました
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東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・

復
興
岩
手
県
民
会
議
は
８
月
９

日
、
新
築
さ
れ
た
大
船
渡
魚
市

場
で
、
第
４
回
総
会
を
開
催
。

こ
れ
ま
で
の
到
達
と
現
状
を
ふ

ま
え
、
今
後
１
年
間
の
活
動
方

針
と
財
政
、
役
員
体
制
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
代
表
世
話
人
の
加
藤
善
正

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長

理
事
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
東
北

６
県
の
生
協
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
演
し
、「
人
間
的
復

興
は
住
宅
の
再
建
か

ら
行
わ
れ
る
べ
き
」

と
強
調
し
ま
し
た
。 

被
災
地
の
現
状
と
課

題
の
交
流
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
大
船

渡
市
在
住
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
伊
藤

祐
子
さ
ん
が
、
仮
設

住
宅
に
住
ん
で
い
る

高
齢
者
の
中
に
は
、

「
家
賃
が
か
か
ら
ず
、

集
ま
り
や
見
守
り
の
支
援
が
あ

る
の
で
こ
の
ま
ま
仮
設
に
い
た

い
」
と
希
望
す
る
人
が
い
る
こ

と
を
紹
介
。
今
後
も
孤
立
化
防

止
対
策
の
継
続
が
必
要
で
あ
る

と
話
し
ま
し
た
。
陸
前
高
田
市

職
組
の
菅
原
さ
ん
か
ら
は
、
仮

設
住
宅
を
出
た
方
は
１
割
く
ら

い
で
あ
る
こ
と
、
大
船
渡
の
仮

設
団
地
自
治
会
長
の
滝
田
さ
ん

か
ら
は
、
自
治
会
の
活
動
や
、

住
宅
再
建
に
あ
た
っ
て
の
単
価

の
高
騰
に
よ
り
資
金
繰
り
に
苦

労
し
て
い
る
実
態
を
紹
介
し
ま

し
た
。
大
槌
で
も
仮
設
住
宅
に

９
割
の
方
が
残
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
参
加
者
は
１
３
０
名

余
、
県
医
労
か
ら
は
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
仮
設
に
い
た
い
」 

〜
孤
立
化
防
止
対
策
継
続
必
要
〜　

医療・介護の後退許さない！

　「岩手町の医療と福祉を守る会」は、7月31日、
先の国会で強行可決された「医療・介護総合法」
の学習会を、岩手県社保協・前事務局長の村上
和雄さんを講師に開催しました。村上氏は、「総
合法」が2025年度までに医療費・介護費5兆円
規模の抑制をめざしていること、その中身は「地
域包括ケアシステム」や「地域医療構想」など
国の公的責任を地方に転嫁し、地方は「自助と
互助」に責任を転嫁して、医療や介護や看取り
難民を増やすことになると指摘しました。 
　会場の沼宮内公民館には、町民など22名が
参加し、「今でさえ沼宮内病院が無床になり受
診が大変」などの切実な声が寄せられました。
医療・介護の後退を許さないためにも、地域レ
ベルでの学習会が大切です。

眼下に大船渡湾が広がる2F会議室

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
３
人
の
パ
ネ

ラ
ー
が
報
告

「
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
開
催
さ

れ
た
学
習
会（
岩
手
町 

沼
宮
内
公
民
館
）

岩手町で「総合法」学習会

東日本大震災津波救援
復 興 岩手 県 民 会 議
第４回総会開催
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看護のやりがいは
十分な看護提供ができてこそ

「
大
幅
に
増
え
た
」
31
・
５
％
、

「
若
干
増
え
た
」
38
・
８
％
、

合
わ
せ
て
70
・
３
％
（
全
国

59
・
７
％
）
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
十
分
な
看
護
の
提
供
が

で
き
ず
、
仕
事
量
も
増
え
て
い

る
職
場
で
、「
看
護
の
仕
事
に

対
す
る
や
り
が
い
」
を
「
全
く

感
じ
な
い
」
は
13
・
８
％
で
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
研
修
・
会

議
が
い
か
に
負
担
と
な
っ
て
い

る
か
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
は
患
者
へ
の
十
分
な

看
護
の
提
供
が
で
き
て
い
ま
す

か
。

　
「
２
０
１
３
年
看
護
職
員
の

労
働
実
態
調
査
」
結
果
で
は
、

「
で
き
て
い
る
」
８
・
６
％
、「
で

き
て
い
な
い
」
68
・
３
％
（
全

国
57
・
４
％
）
で
す
。「
主
な

理
由
」（
複
数
回
答
）
と
し
て
、

「
研
修
・
会
議
等
が
多
過
ぎ
る
」

38
・
５
％
（
全
国
18
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
前
と

比
べ
た
仕
事
量
の
変
化
で
も
、

2013年
看護職員の労働実態調査
県医労版パート4

県医労 全　国
人員が少なく業務が過密  80.0  75.3 
職場のメンバーがよく代わり看護
の蓄積が無い  15.0  12.8 

病棟単位が大きすぎて患者の把握
が困難  8.4  7.4 

スタッフ間の意思疎通が悪い  12.9  15.1 
自分の能力や技量の不足  29.3  42.0 
研修・会議等が多過ぎる  38.5  18.3 
看護業務以外の「その他の業務」
が多すぎる（研修会議を除く）  44.1  41.5 

自分自身の健康状態  7.2  6.9 
その他  3.0  3.9 

県医労 全　国
大幅に増えた  31.5  22.0 
若干増えた  38.8  37.7 
変わらない  20.2  32.5 
若干減った  5.5  4.9 
大幅に減った  1.1  0.8 

県医労 全　国
強く感じる  7.1 11.5
少し感じる  58.6 60.3
全く感じない  13.8 8.7
わからない 17.8 16.7

■患者への十分な看護が提供できていない主な理由

■一年前と比べた仕事量の変化
　（※勤続１年以上の職員のみ）

■現在の看護の仕事に対する
　やりがい

気
持
ち
を
新
た
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

支
部
役
員
引
き
継
ぎ
会　

　

支
部
定
期
大
会
の
開
催
に
引
き

続
き
、
８
月
６
日
中
部
支
部
、
８

月
８
日
胆
沢
支
部
で
新
旧
役
員
の

引
き
継
ぎ

会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

職
場
の

状
況
を
話

し
合
い
な

が
ら
、
役

員
同
士
の

交
流
を
深

め
ま
し
た
。

支
部
役
員
の
交
流
を
深
め
た
胆
沢

支
部（
上
）と
中
部
支
部（
下
）

県医労友の会
総会開催

　県医労のOB会である「県医労友
の会」の総会が7月26日に奥州市胆
沢温泉「瑞月」で開催され、活動の
総括と今後の方針等が話し合われま
した。会員数も600人を超え、今年
度は結成20年を迎えるので今まで
以上に活動を活発に行い、親睦を深
めていこうと確認。今後も県立病院
拡充や被災病院の復興など、県医
労と協力していくことも提案されまし
た。　総会終了後は懇親会も行われ、
退職後の状況や昔話に花を咲かせ
ながら親睦を深めました。
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岩
手
県
母
親
大
会
は
６
月
22

日
、
奥
州
市
Ｚ
ホ
ー
ル
を
主
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
奥
州
市
に
は
１
０
０
８

名（
県
医
労
か
ら
は
13
支
部
・

本
部
50
名
）が
参
加
し
、
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

　

午
前
は
秘
密
保
護
法
廃
止
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、
震

災
復
興
、子
ど
も
・
教
育
、福
祉
、

労
働
な
ど
15
の
分
科
会
と
、
３

つ
の
見
学
分
科
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ど
の
分
科
会
も
切
実
な

状
況
が
出
さ
れ
、「
知
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。

来
て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
体
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
前
沢
一
輪
車
ク
ラ
ブ

「
ア
ル
ス
ノ
ー
バ
」
の
華
麗
で

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
演
技
に
大

拍
手
。

講演する後藤宣代さん

　

記
念
講
演
で
は
、
経
済
学
者

で
福
島
在
住
の
後
藤
宣
代
さ
ん

が
、
原
発
廃
炉
を
訴
え
る
住
民

団
体
の
訴
え
が
県
を
動
か
し
た

事
例
を
挙
げ
、「
我
々
が
99
％
。

声
を
あ
げ
、
行
動
し
よ
う
」
と

力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
の
運
動
は
、
開
催
地
の

報
告
と
黒
髪
５
人
女
の
名
演
技

に
拍
手
喝
采
。
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
反
対
、
憲
法
９
条

改
悪
反
対
な
ど
の
決
議
、
宣
言

を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
６
月
７
日
、
都
南

文
化
会
館
・
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

一輪車クラブ「アルスノーバ」の演技

分科会「いのち守る地域医療を」。司会者は県医労の佐々木千昭さん

「黒髪5人女」を
演じる開催地の皆さん

全体会＝奥州市Ｚホール戦場に送らない
かかげて60年！

第60回
岩手県母親大会
in 奥州
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オープニングの「中国獅子舞」

被災地の状況を壇上で訴える
藤倉啓子さん（左）

「マッシュと愉快な
仲間達バンド」のジャズ演奏

講演する小森陽一さん

　

日
本
母
親
大
会
は
８
月
２
〜

３
日
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、

二
日
間
で
延
べ
１
３
４
０
０
名

（
岩
手
か
ら
70
名
、
県
医
労
か

ら
は
７
支
部
・
本
部
14
名
）が

参
加
し
ま
し
た
。
初
日
の
全
体

会
は
、
２
万
枚
の
要
求
シ
ー
ル

で
描
か
れ
た
横
浜
の
街
が
ス

テ
ー
ジ
を
飾
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
横
浜
中
華
学
院
の
生
徒
に

よ
る
「
中
国
獅
子
舞
」
が
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
の
小
森
陽
一
さ
ん

が
「
子
ど
も
た
ち
に
憲
法
が
輝

く
明
日
を
」
と
題
し
て
講
演
。

こ
れ
ま
で
の
憲
法
９
条
に
対
す

る
攻
撃
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、

「
歴
史
を
否
認
し
、
戦
争
を
美

化
す
る
安
倍
首
相
。
国
民
を
愚

弄
し
、
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
す
る

政
権
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

60
年
の
母
親
大
会
の
歴
史
を
も

と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
、
子
ど

も
を
戦
争
に
送
ら
な
い
を
合
言

葉
に
実
践
し
て
い
こ
う
」
と
結

び
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
で
開

会
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
母
親
大
会
60

年
の
あ
ゆ
み
」、
き
た
が
わ
て
つ

さ
ん
の
歌
な
ど
、「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
に
反
対
」
の
熱
気
に
あ

ふ
れ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
か
ら
の
報
告

で
は
、
陸
前
高
田
の
藤
倉
啓
子

さ
ん
が
現
状
と
引
き
続
く
支
援

を
訴
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
子
ど
も
、
く
ら

し
、
女
性
の
地
位
向
上
、
平
和

と
民
主
主
義
な
ど
34
の
分
科
会

や
講
座
、
４
見
学
分
科
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
８
月
１
〜
２
日
、
兵

庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

岩手出身きたがわてつさん
「日本国憲法」を熱唱

全体会＝パシフィコ横浜・
国立大ホール 母親は子どもを

「生
い の ち

命」のスローガンを

第60回
日本母親大会
in 神奈川
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県
医
労
青
年
部
第
57
回
定
期

大
会
は
７
月
26
日
〜
27
日
、
花

巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で
行

わ
れ
、代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・

役
員
等
あ
わ
せ
て
11
支
部
・
本

部
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
入
る
前
に
、
○
○
副

委
員
長
を
講
師
に
学
習
会
「
給

料
表
の
見
方
、
生
活
の
味
方
・

医
労
連
共
済
」を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
大
会
を
成
立
さ
せ

よ
う
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
青
年
部
体
制
が
確
立
で
き

て
い
な
い
支
部
を
解
消
す
る
ま

で
に
は
至
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

今
年
度
も
代
議
員
数
が
成
立
要

件
を
下
回
り
、
不
成
立
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
会
の
途

中
で
代
表
者
会
議
に
切
換
え
、

新
年
度
の
運
動
方
針
や
役
員
体

制
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
全
支
部
か
ら
発
言

が
あ
り
、
支
部
青
年
部
の
状
況

の
ほ
か
年
次
、
超
勤
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
共
通
の
悩
み
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
は
少
人
数
で
も

集
ま
っ
て
、
悩
み
や
愚
痴
を
話

す
場
づ
く
り
か
ら
始
め
よ
う
と

東
森
書
記
長
が
総
括
し
ま
し
た
。 

　

大
会
に
は
岩
手
医
労
連
か
ら

及
川
青
年
部
長
も
駆
け
つ
け
、

「
県
内
ど
こ
の
病
院
を
見
て
も

深
刻
な
人
手
不
足
の
状
態
に
あ

る
。
し
か
し
、
青
年
の
パ
ワ
ー

は
す
ご
い
。
青
年
部
が
連
帯
し

て
運
動
し
て
い
こ
う
」
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

青年部の活動状況や職場の状況を発言

運動方針を提案する○○書記長

2次会も2時過ぎまで余裕で元気♪

2014年度青年部役員
役 職 氏 名 支 部

部 長 ○ ○ ○ ○ 磐 井

副 部 長 ○ ○ ○ ○ 胆 沢

書 記 長 ○ ○ ○ ○ 一 戸

委 員 ○ ○ ○ ○ 二 戸

○ ○ ○ 一 戸

○ ○ ○ ○ 中 央

○ ○ ○ ○ 遠 野

○ ○ ○ ○ 南 光

○ ○ ○ ○ 大 船 渡

○ ○ ○ ○ 釜 石

○ ○ ○ ○ 宮 古

青年の悩み（年次、超勤、パワハラetc）を
話せる場をつくろう

第57回青年部定期大会あらため代表者会議開催

青年職員に対する 　　　
ハラスメント調査中！

とりくみ期間　9月末まで（延長）
～アンケートにご協力お願いします～

日本医労連
青年協議会
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大
曲
花
火
大
会
（
女
性
部

バ
ス
ツ
ア
ー
）
行
っ
て
み
た

い
な
ぁ
♡
子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
ら
…
私
も
♡

二
戸
支
部　

ア
ン
パ
ン
マ
ン

　

　

　

夏
期
休
暇
も
始
ま
り
、
日

勤
の
人
数
も
数
人
減
る
日
々

…
。
で
も
「
次
は
自
分
の
番
」

と
楽
し
み
に
し
て
忙
し
い
業

務
を
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

中
央
支
部　

花
火
見
た
い
母
さ
ん

　

　

　

年
々
、
夜
勤
が
き
つ
く
な
り

ま
す
。
○
歳
以
上
は
夜
勤
な

し
と
か
回
数
を
減
ら
す
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
若
い
頃

の
よ
う
に
は
体
が
も
ち
ま
せ
ん
。

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

　

　

先
日
、
一
家
４
人
で
秋
田

駒
ヶ
岳
に
登
っ
て
き
ま
し
た
。

山
頂
ま
で
は
辿
り
着
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

本
庁
支
部　

も
も
の
す
け

　

若
者
を
中
心

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
以
下「
ラ
イ
ン
」）

が
流
行
し
て
い

る
。
そ
の
「
ラ
イ

ン
」
の
利
用
で
、

少
年
の
自
死
や
殺

人
事
件
も
。
大
阪

府
議
が
中
学
生
と
「
ラ
イ
ン
」

で「
口
論
」も
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
「
ラ
イ
ン
」
を

含
む
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
人
と
人
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
）に
関
す
る
問
題
が
、

社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
る
▼
マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
す
の
は
、
子
を
持
つ
親
の

立
場
で
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。
そ
し
て
、
社
会
が
ど
う
受

け
止
め
る
の
か
、
あ
る
い
は
規

制
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
集
中

し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
う

議
論
を
し
て
い
る
側
が
、
親
を

含
め
、「
ラ
イ
ン
」
を
利
用
し

た
上
で
考
え
、
対
応
し
て
い
る

か
、と
い
う
指
摘
も
あ
る
▼「
既

７
月
号
パ
ズ
ル

７
月
号
パ
ズ
ル

　

7
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
32
名
の
応

募
が
あ
り
、
31
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
7
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン（
二
戸
支

部
）、
ま
ん
ぼ
う
、
匿
名
希
望
、

４
西
の
ま
っ
く
ろ
く
ろ
す
け
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花（
以
上
、
中

央
支
部
）、
も
も
の
す
け（
本

庁
支
部
）、ベ
ガ（
磐
井
支
部
）、

七
夕
さ
ま（
大
東
支
部
）、
み

た
マ
マ
、
夢
み
る
お
ば
ち
ゃ

ん（
以
上
、
宮
古
支
部
）

　

新
居
に
引
っ
越
し
３
ヶ
月
。

夏
も
近
づ
き
、
庭
で
野
菜
を
育

て
て
み
た
い
な
〜
と
思
う
、
こ

の
頃
。

二
戸
支
部　

ぬ
ぬ

　

　

　

給
料
は
下
が
る
一
方
な
の
に

税
金
は
上
が
る
、
物
価
は
上
が

る
。
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か

り
。
こ
の
先
、
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
。心
配
に
な
り
ま
す
。

中
央
支
部　

匿
名
希
望

　

　

　

先
日
、
病
棟
の
ビ
ー
ル
会
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
発
散
。
こ
の
よ
う
な
場

は
大
事
だ
と
実
感
し
た
一
日
で

し
た
。

中
央
支
部　

マ
グ
ナ
ム

読
ス
ル
ー
」（
き
ど
く
す
る
ー
）

は
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
メ
ー

ル
は
、
送
信
し
て
相
手
か
ら
の

返
事
を
待
つ
。
し
か
し
、「
ラ

イ
ン
」
で
は
、
相
手
が
そ
れ
を

見
た
瞬
間
に
「
既
読
」
と
し
て

発
信
者
に
通
知
さ
れ
る
。「
既

読
」
が
相
手
に
分
か
り
、「
見

忘
れ
て
返
事
が
遅
れ
た
」
が
、

「
言
い
訳
」
に
な
ら
な
い
。
読

ん
だ
の
に
返
事
が
な
い
（
し
な

い
）
の
を
「
既
読
ス
ル
ー
」。

便
利
な
は
ず
の
機
能
が
、
若
者

を
「
拘
束
」
し
、「
ネ
ッ
ト
依
存
」

に
さ
せ
て
い
る
一
因
に
▼
職
場

の
中
で
も
、
休
憩
時
間
は
シ
ー

ン
と
静
ま
り
返
り
、
若
い
看
護

師
が
皆
ス
マ
ホ
を
凝
視
、
と
い

う
状
況
が
あ
る
よ
う
だ
。
便
利

な
機
能
を
有
効
に
使
う
、
そ
う

い
う
研
修
も
必
要
な
時
代
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
、バ
ー

チ
ャ
ル
で
な
い
「
生
身
の
」
元

気
な
青
年
部
活
動
も
。私
は「
ラ

イ
ン
」を
始
め
た
。　
　
　
（
は
）



県医労新聞８月号掲載記事に誤りが
ありましたので、下記のとおり訂正し、
お詫びいたします。

１ページ３段目18行目

（誤）千厩支部　外来会議で赤字だ、働
けと強調されている。
↓

（正）千厩支部　外来会議で赤字だと話
された。

お詫び

９月の予定
３日（水）～４日（木）

 看護要求実現全国交流集会（熱海）

５日（金） 県医労看護部会（水産会館）

６日（土） いわて労連定期大会（盛岡市総合福祉センター）

 いわて労連25周年レセプション（サンセール盛岡）

10日（水） 書記研修会（水産会館）

18日（木）～19日（金） 

 フレッシュセミナー（ホテル森の風鶯宿）

20日（土）～21日（日） 

 いのちと健康を守る東北セミナー in 青森（浅虫温泉）

23日（火・祝） 支部長会議（県民会館）

25日（木）～27日（土） 

 中央社会保障学校（ホテル「紅葉館」）

28日（日）～29日（月） 

 医労連共済推進全国交流集会（千葉県）

青年部

青年部長・書記長会議青年部長・書記長会議
2014年10月25日㈯
　　14：00～16：30

会場 ホテル森の風鶯宿
同会場でフレッシュ
セミナーを開催して
います。会議終了後
は、合流し交流を深
めましょう。

10月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

９
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

２日（木） 女性部長会議（県民会館）

７日（火） 岩手医労連女性部定期大会（エスポワールいわて）

11日（土） 岩手医労連青年部定期大会（キャラホール）

18日（土） 第152回中央委員会（岩手県自治会館）

20日（月） 看護部会・看護指導監との懇談

23日（木） 「いのちまもる・憲法いかす10.23国民集会」

 （東京「日比谷野外音楽堂」）

25日（土） 青年部長・書記長会議（ホテル森の風鶯宿）

 青年部委員会

25日（土）～26日（日） 

 フレッシュセミナー（ホテル森の風鶯宿）


